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１． 本プロジェクトの研究の背景、目的、関係するプロジ

ェクトとの関係 

 仁科加速器研究センターRIBF で生成される高速重イオ

ンビームは、効率的な物理的変異原として多くのユーザー

に利用されている。変異原処理によって細胞の DNA に誘

発された変異を同定することは、遺伝子の機能や制御機構

の解明に役立つばかりでなく、有用変異体を識別するため

の DNA マーカーとしても有用である。本プロジェクでトは、

植物および微生物に由来する DNA 配列データに基づいて

効率的かつ網羅的に変異検出を行う変異解析パイプライ

ンを開発し、様々な生物種を対象とした変異解析を実施し

た。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

 具体的な利用内容および計算方法は、昨年度までと同

様である。リードデータをリファレンス配列にマッピングし、

変異検出とフィルタリングを行うシェルスクリプトを実装し，

バッチジョブ管理システムを利用して実行した。 

 

３． 結果 

 主に BWMPC を用いた並列処理によって変異解析を行う

とともに、検証実験などの高次解析を実施した。また、リファ

レンスゲノム配列が公開されていない生物種におけるゲノ

ム配列情報の整備を目的に，GWACSL および BWMPC を

用いて de novo genome assembly を実施した。2021 年度の

総 CPU 使用時間は約 319,468 時間であった（2022 年 2 月

現在）。解析結果の一部は原著論文として発表した。 

 

４． 今後の計画・展望 

 引き続き様々な生物種を対象に変異ゲノム解析を実施予

定である。また、シーケンス結果等の一次データの保管先

として階層型ストレージを継続して利用したい。  

 

 

５． 利用がなかった場合の理由 

 該当しない。 
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